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  小平市教育委員会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
相
談
を 

 
 
 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

 

児
童
・
生
徒
の
心
や
体
の
発
育
の
こ
と
、
勉

強
の
こ
と
、
性
格
や
行
動
の
こ
と
な
ど
、
児
童
・

生
徒
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
教
育
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
及
び
担
任
の
先
生
等

ど
な
た
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。 

※
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を
守
り
ま
す
。

※
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
他
の
適
切
な
機

関
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

◆ 

相
談
方
法 

 

次
の
２
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
相
談
が

進
む
中
で
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

１ 

面
接
相
談 

 
 

相
談
員
が
直
接
お
会
い
し
て
お
話
を
伺
い

ま
す
。 

 

日 

時 

月
曜
日
～
金
曜
日
（
但
し
祝
日
を
除
く
）

 
 
 

午
前
11
時
～
午
後
６
時
（
受
付
は
午
後

５
時
ま
で
、
水
曜
日
は
午
後
の
み
） 

 

場 

所 

小
平
市
教
育
相
談
室
（
下
図
参
照
）

 
 
 

（
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
３
階
） 

２ 

電
話
相
談 

 
 

電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。 

 

日 

時 

月
曜
日
～
金
曜
日
（
但
し
祝
日
を
除
く
）

 
 
 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時 

 
 
 

（
受
付
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
、
水
曜

日
は
午
後
の
み
） 

◆ 

訪
問
相
談 

 

児
童
・
生
徒
の
不
登
校
問
題
及
び
問
題
行
動

全
般
に
つ
い
て
、
担
任
等
へ
の
援
助
と
し
て
、

学
校
を
訪
問
し
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。 

◆ 

教
育
相
談
員 

 

小
平
市
教
育
相
談
室
で
は
教
職
経
験
の
豊
富

な
相
談
員
と
臨
床
心
理
士
及
び
大
学
院
で
心
理

学
を
学
ん
だ
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

問
合
せ 

教
育
相
談
室 

電 

話 

０
４
２
（
３
４
３
）
９
４
１
１ 
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５月２日発行 

平成２０年度の 
小平市教育委員会の教育目標及び基本的な考え方 

小平市教育委員会は、子供たちの健やかな成長を地域社会が見守り、支え、応援していく社会の実現と、生涯に

わたって心豊かな人生を送るための生涯学習社会を目指し、積極的に教育行政を推進していくため、平成２０年度

の「教育目標」を設定しました。 

教 育 目 標 

小平市教育委員会は、子供たちが、知性、感性、道徳心や体力をはぐくみ、人間性豊かに成長することを

願い、 

 ○ 互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間 

 ○ 社会の一員として、社会に貢献しようとする人間 

 ○ 自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かな人間 

の育成に向けた教育を重視する。 

また、家庭教育、学校教育及び社会教育を充実し、だれもが生涯を通じ、あらゆる場で学び、支え合うこ

とができる生涯学習社会の実現を図る。 

そして、教育は、学校と家庭、地域社会のそれぞれが責任を果たし、連携して行われなければならないも

のであるとの認識に立ち、市民の教育への参加を一層推進していく。 

上記の「教育目標」を達成するために、以下の「基本的な考え方」に基づき、総合的に教育施策を推進します。

【基本的な考え方１ 「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成】 

すべての大人、子供たちが、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、思いやりの心や社会生活の基本的ル

ールを身に付け、社会に貢献しようとする精神をはぐくむことが求められている。 

そのために、人権教育及び心の教育を充実するとともに、権利と義務、自由と責任についての認識を深めさせ、

公共心をもち自立した個人を育てる教育を推進する。 

 

【基本的な考え方２ 「豊かな個性」と「創造力」の伸長】 

国際化・情報化がめざましく進展する社会にあって、社会の変化に対応できるよう、子供たち一人一人が幅広

い知識と教養を身に付け、思考力、判断力、表現力などの資質・能力をはぐぐむことが求められている。 

そのために、学力の向上を図り、子供たちの個性と創造力を伸ばす教育を重視するとともに、国際社会に生き

る日本人を育成する教育を推進する。 

 

【基本的な考え方３ 「生涯学習・スポ－ツ」の振興と「文化財」の保存・継承】 

少子高齢社会の中で、総合的な教育力の向上や世代を超えたコミュニティづくりを目指し、活力ある社会を築

いていくよう、子供たちの健やかな成長を社会全体で支えるとともに、市民一人一人が生涯にわたって学び、社

会に貢献できるようにすることが求められている。 

そのために、家庭、学校、地域の教育力を高め、その連携が進むよう支援するとともに、人々が生涯を通じて、

自ら学び、文化やスポ－ツに親しみ、社会参加できる機会の充実を図る。 

 

【基本的な考え方４ 「市民の教育参加」と「学校経営の改革」の推進】 

家庭・学校・地域社会の協働と市民の教育参加を進め、市民感覚と経営感覚をより重視して、教育行政を力強

く展開することが求められている。 

そのために、広域的な視点に立つ教育行政を進めるとともに、東京都及び区市町村教育委員会との緊密な連携・

協力のもとに、効率的で透明性の高い開かれた、市民に信頼される魅力ある学校づくりを目指した自律的な学校

経営への改革を進めていく。 

※ 教育目標の詳しい内容は、ホームページに掲載しています。

                

あ
ゆ
み
教
室
の
ご
案
内 

 

『
あ
ゆ
み
教
室
』
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
学

校
生
活
に
な
じ
め
ず
、
不
登
校
や
そ
の
傾
向
に

あ
る
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
学
校

復
帰
に
向
け
て
支
援
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た

教
室
で
す
。
こ
こ
で
は
、
学
習
や
生
活
に
つ
い

て
指
導
・
援
助
し
、
ま
た
相
談
活
動
を
通
し
て

心
の
安
定
を
図
り
、
学
校
復
帰
へ
の
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

◆ 

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か 

 

一
人
一
人
の
児
童
・
生
徒
の
気
持
ち
や
希
望

に
沿
っ
て
学
習
の
手
助
け
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
・
行
事
な
ど
を
通
し
て
自

立
心
や
社
会
性
を
養
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
専
任
の
相
談
員
が
、
児
童
・
生
徒
や

保
護
者
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
に
当
た
り
ま
す
。 

◆ 

あ
ゆ
み
教
室
入
室
手
続
き 

 

『
あ
ゆ
み
教
室
』
へ
通
室
を
希
望
す
る
場
合

に
は
、
校
長
・
担
任
・
保
護
者
等
で
よ
く
相
談

の
上
、 

① 

保
護
者
は
校
長
宛
に
【
あ
ゆ
み
教
室
入
室

申
込
書
】
を
提
出
し
ま
す
。 

② 

こ
れ
を
受
け
て
、
校
長
は
教
育
委
員
会
指

導
課
長
宛
に
、
【
あ
ゆ
み
教
室
入
室
意
見
書
】

を
添
え
て
【
あ
ゆ
み
教
室
入
室
申
込
書
】
を

提
出
し
ま
す
。 

③ 

入
室
検
討
会
を
経
て
、
入
室
が
決
定
し
ま

す
。 

 

な
お
、
手
続
き
を
す
る
前
に
、
あ
ゆ
み
教
室

の
見
学
と
相
談
員
と
の
面
談
を
お
願
い
し
ま

す
。 

（
見
学
・
面
談
の
際
は
事
前
に
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。
） 

 

ま
た
、
あ
ゆ
み
教
室
は
年
度
単
位
の
た
め
、

次
年
度
も
通
室
を
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め
て

新
年
度
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

◆ 

学
校
と
の
連
携 

 

学
校
復
帰
に
は
、
学
校
（
特
に
担
任
）
の
理

解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
あ
ゆ
み
教
室
で

は
相
談
員
を
窓
口
に
学
校
と
連
絡
を
密
に
し
て

い
ま
す
。 

〈
主
な
連
携
〉 

① 

担
任
連
絡
会
…
学
期
ご
と
に
開
催
し
、
情

報
交
換
を
通
し
て
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
の

共
通
理
解
を
図
る
。 

② 

通
室
報
告
書
…
毎
月
の
通
室
日
時
、
学
習
・

生
活
の
様
子
に
つ
い
て
学
校
に
報
告
す
る
。 

③ 

行
事
等
へ
の
参
加
…
担
任
と
連
絡
を
と

り
、
定
期
試
験
や
そ
の
他
行
事
に
参
加
で
き

る
よ
う
工
夫
す
る
。 

 
 

問
合
せ 

あ
ゆ
み
教
室
（
上
図
参
照
） 

 
 
 
 

 
 

（
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
３
階
） 

 
 

電 

話 

０
４
２
（
３
４
３
）
９
２
７
１ 

・

子供たちに読み聞かせをするときの本の選び方や

読み方など、実践を交えてお話しします。 

と き 平成２０年５月２２日（木） 

         ５月２９日（木） 

         ６月 ５日（木） 

    いずれも午前１０時から正午まで 全３回

ところ 小平市中央図書館 

費 用 無料 

対 象 市内在住・在勤の成人で、学校などで実際に

活動している方、これから実演を予定してい

る方 

    ※すでに受講した方はご遠慮ください。 

定 員 ３０人 

保 育 ９人 

    ※市内在住の６か月児から学齢前まで。 

講 師 図書館職員 

申込み ５月６日（火）午前１０時から問い合わせ先

へ（電話可・先着順） 

保育については、申込多数の場合は５月８日

（木）の午後７時で締め切り、抽選結果を全

員に連絡いたします。 

【問合せ先】 小平市中央図書館 

       電話０４２（３４５）１２４６ 

絵本の読み聞かせ実践講座

お
わ
び 

 

去
る
４
月
11
日(

金)

、
市
立
小
学
校
教
諭

が
児
童
の
個
人
情
報
を
含
む
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

を
紛
失
す
る
と
い
う
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
わ
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
再

発
防
止
に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。 

小
平
市
教
育
委
員
会 



 (３) (２) 

 小平市教育委員会だより 小平市教育委員会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最
近
、
子
供
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
件
が
報
道
さ
れ
、
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

 

子
供
た
ち
が
安
心
し
て
毎
日
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
力
を
合
わ
せ
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

小
平
市
教
育
委
員
会
で
は
、
警
察
署
、

青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

事
業
所
等
の
協
力
を
得
て
、
「
こ
ど
も

１
１
０
番
の
い
え
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

 

▽
開
設
場
所 

 

一
般
家
庭
や
お
店
な
ど
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
小
平
市
内
に
千
四
百

箇
所
以
上
あ
り
ま
す
。 

▽
掲
示
場
所 

 

一
般
家
庭
や
お
店
の
入
口
付
近
の
目
立

つ
場
所
に
、
左
記
の
「
こ
ど
も
１
１
０
番

の
い
え
」
の
シ
ー
ル
又
は
プ
レ
ー
ト
が
貼

っ
て
あ
り
ま
す
。 

          

▽
ど
ん
な
と
き
に
利
用
す
る
の 

①
知
ら
な
い
人
に
し
つ
こ
く
話
し
か
け
ら

れ
て
不
安
を
感
じ
た
と
き 

②
知
ら
な
い
人
に
追
い
か
け
ら
れ
た
と
き

③
知
ら
な
い
自
動
車
や
自
転
車
が
つ
い
て

き
た
と
き 

④
痴
漢
や
変
質
者
に
出
会
っ
た
と
き 

⑤
そ
の
ほ
か
、
身
に
危
険
を
感
じ
た
と
き

▽
ど
ん
な
対
応
を
し
て
く
れ
る
の 

①
避
難
し
て
き
た
子
供
の
安
全
が
確
認
さ

れ
る
ま
で
保
護
し
ま
す
。 

②
け
が
な
ど
が
な
い
か
確
認
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
１
１
０
番
及
び
１
１
９
番
通

報
し
ま
す
。 

③
保
護
者
の
方
に
連
絡
し
ま
す
。 

※
な
お
、
協
力
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

の
で
不
在
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

▽
協
力
の
お
願
い 

 

各
地
区
の
青
少
対
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
協
力

者
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
依
頼

が
あ
っ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

▽
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ 

 

新
年
度
を
迎
え
た
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
通
学
路
や
遊
び
場
を

歩
き
、
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
危
険
を
感
じ
た
ら
、
「
こ
ど
も
１
１

０
番
の
い
え
」
に
助
け
を
求
め
る
よ
う
、

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
生
涯
学
習
推
進
課
）

小
平
市
青
少
年
委
員
・
小
平
市
体
育
指
導
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た 

小
平
市
青
少
年
委
員
及
び
小
平
市
体
育
指
導
委
員
が
、
４
月
１
日
付
で
左
表
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し

た(

敬
称
略)

。
任
期
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。 

青
少
年
委
員
は
、
青
少
年
活
動
を
援
助
す
る
地
域
の
有
志
活
動
家
で
、
地
域
・
学
校
・
行
政
・
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
う
市
の
非
常
勤
特
別
職
で
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
市
の
主
催
事
業

へ
の
協
力
や
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
な
ど
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
「
出
前
遊
び
講
座
」
等
を
行
う

ほ
か
、
子
ど
も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
学
年
行
事
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。 

体
育
指
導
委
員
は
、
市
の
社
会
体
育
事
業
に
対
し
指
導
、
助
言
、
協
力
の
ほ
か
、
市
民
の
体
育
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
体
力
づ
く
り
の
企
画
、
立
案
、
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。 

第
１
学
期
の
学
校
公
開
週
間 

小
平
市
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
推
進
の
一
環
と
し

て
、
年
３
回
、
各
学
期
に
保
護
者
や

地
域
の
方
な
ど
が
授
業
参
観
で
き
る

学
校
公
開
週
間
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成
19
年
度
は
、
延
べ
６
万
２

千
５
８
８
人
の
方
が
参
観
し
ま
し

た
。 第

１
学
期
の
学
校
公
開
週
間
は
、

小
学
校
は
５
月
19
日
（
月
）
か
ら

５
月
23
日
（
金
）
ま
で
、
中
学
校
は

５
月
26
日
（
月
）
か
ら
５
月
30
日

（
金
）
ま
で
で
す
。
土
曜
日
又
は

日
曜
日
に
公
開
を
実
施
す
る
学
校
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
各
学

校
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

よ
り
多
く
の
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
参
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

問
合
せ 

指
導
課
管
理
係 

電
話 

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
７
２

「親
子
で
学
ぶ
交
通
安
全
」 

自
転
車
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す 

小
平
市
交
通
対
策
課
で
は
、
市
立
小
学
校
１
、
２
年
生
を
対

象
に
、
自
転
車
の
正
し
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
て
も
ら

い
、
少
し
で
も
自
転
車
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
「
自
転
車
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
」を
５
月
下
旬
に
作
成
し
ま
す
。 

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
小
平
警
察
署
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

必
要
な
指
導
項
目
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
て
い
る
ほ
か
、
武

蔵
野
美
術
大
学
の
協
力
の
も
と
、
学
生
が
イ
ラ
ス
ト
を
作
成

し
、
絵
本
の
形
式
で
読
み
や
す
く
仕
上
げ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
自
転
車
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
は
副
題
と
し
て
、
「親
子
で
学
ぶ

交
通
安
全
」
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
用
の
説
明
も
加
え
て

お
り
、
子
供
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
保
護
者

の
方
に
も
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
効
果
も
期

待
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
各
学
校
で
実
施
し
て
い
る
交
通
安
全
教
室
な
ど
の
場

で
、
こ
の
自
転
車
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
小
平
警
察
署
に
も
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。 

ご
家
庭
や
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
自
転
車
ル
ー

ル
ブ
ッ
ク
作
成
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
子
供
が
安
全

に
自
転
車
を
利
用
で
き
ま
す
よ
う
本
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
活
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

《
指
導
項
目
》 

１ 

自
転
車
、
歩
行
者
用
標
識
の
種
別
と
説
明 

２ 

自
転
車
乗
車
時
の
服
装 

３ 

自
転
車
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー 

・
歩
道
は
歩
行
者
優
先 

歩
道
で
の
速
度
出
し
す
ぎ
、
乱
暴
な
運
転
の
迷
惑
性 

・
迷
惑
運
転
の
禁
止 

並
進
走
行
、
二
人
乗
り
運
転
の
禁
止 

・
車
道
で
の
通
行
方
法 

車
道
で
の
左
側
通
行 

・
交
差
点
で
の
安
全
確
認 

信
号
機
に
よ
る
交
通
整
理
の
遵
守
、
左
右
の
安
全
確
認
の

徹
底 

・
夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯 

自
動
車
等
の
運
転
者
に
対
す
る
注
意
喚
起
の
効
果 

・
自
転
車
の
適
正
な
駐
車 

放
置
駐
車
の
迷
惑
性
と
、
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
の
駐
車
指

導 

・
自
転
車
の
点
検
、
整
備 

日
常
点
検
、
定
期
点
検
な
ど
推
奨 

４ 

自
転
車
の
点
検
と
整
備
（
保
護
者
向
け
） 

(

交
通
対
策
課
・
指
導
課)

小平市平櫛田中
ひらくしでんちゅう

彫刻美術館 

企画展示「小平時代の平櫛田中」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平櫛田中は、昭和 10 年初頭に将来の隠棲
いんせい

の地として

玉川上水の近くに土地(現在の美術館のところ)を求

め、昭和 45 年に新居(現在の記念館)を建て、亡くなる

昭和 54 年まで過ごしました。 

 本展では、田中ゆかりの作品と資料によって、小平

で過ごした田中の晩年の日々をご紹介いたします。 

 

■ と き ５月１４日（水）～ 

 １０月１３日（月・祝日） 

 毎週火曜日は休館 

■ 開館時間 午前１０時～午後４時 

■ 観覧料 一般…３００円（２２０円） 

 小・中学生…１５０円（１１０円） 

 ※（ ）内は団体２０人以上です。 

■ 交 通 西武多摩湖線一橋学園駅南口から 

 徒歩１０分 ※駐車場はありません。 

■ 問合せ 小平市平櫛田中彫刻美術館 

 電話０４２（３４１）００９８ 

多摩・島しょ子ども体験塾 

 

 

と き 6 月 1 日（日）午前１０時 

         ～午後 4 時（予定） 

ところ 中央公園樹林地 

定 員 市内在住・在学の小・中学生 

参加費 無料 

申込み 5 月 7 日（水）９時から(電話可) 

問合せ・申込み 

    体育課(市民総合体育館内) 

    電話 ０４２（３４３）１６１１ 

体育指導委員 

氏 名 住 所 

遠藤 弓子 小川東町1丁目 

小川 裕明 小川町1丁目 

尾﨑 信幸 学園東町2丁目 

金井 淳一 東村山市萩山町 

窪田 尚巳 仲町 

佐藤 恵子 小川町1丁目 

椎名久美子 上水新町2丁目 

髙橋 弘子 小川東町3丁目 

竹内 良子 天神町2丁目 

竹下 妙子 小川町1丁目 

田宮 和美 学園東町 

永野 貴久 小川町1丁目 

藤田  淳 小川町1丁目 

藤野 春吉 天神町1丁目 

細木 祐子 花小金井南町1丁目 

村田  清 小川町2丁目 

安江  眞 回田町 

吉田  昭 仲町 

「こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」を
ご
存
知
で
す
か
？

青
少
年
委
員
担
当 

 

生
涯
学
習
推
進
課 

 
 

電
話 

０
４
２
（
３
４
６
）
９
８
３
４

体
育
指
導
委
員
担
当 

 

体
育
課 

 

（
市
民
総
合
体
育
館
内
） 

 
 

電
話 

０
４
２
（
３
４
３
）
１
６
１
１

５
月
の
教
育
委
員
会

定
例
会
の
開
催 

日
時 

５
月
23
日(

金) 

午
後
２
時
00
分
～

場
所 

市
役
所
５
階 

５
０
５
会
議
室

ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す(

傍
聴
席
は
20
席)

。

ま
た
、
会
議
録
は

市

役

所

１

階

市

政

資

料

コ

ー

ナ

ー

や

小
平
市
教
育
委
員
会

の
ホ
―
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。 

青少年委員 

地 区 氏  名 住   所 

一小 浅見 勝平 小川町1丁目 

一小 塚本 英昭 上水新町2丁目 

二小 内野 一男 天神町1丁目 

三小 髙橋 雅子 津田町3丁目 

四小 岸野 弘孝 上水本町2丁目 

五小 竹内 弘信 天神町1丁目 

六小 矢崎 雅子 小川西町3丁目 

七小 内堀 祐夫 美園町2丁目 

八小 小松麻里子 鈴木町1丁目 

九小 青木 繁宜 天神町1丁目 

十小 今村 泰子 上水本町6丁目 

十一小 小寺 浩子 花小金井2丁目 

十二小 田畑多賀子 小川町1丁目 

十三小 髙橋 政美 小川町1丁目 

十四小 山後マリ子 仲町 

十五小 滝島 眞二 小川町2丁目 

十五小 田中 信明 小川町2丁目 

花小金井小 市川 嘉彦 花小金井2丁目 

花小金井小 中條 浩美 花小金井南町3丁目

鈴木小 金津 幸子 回田町 

学園東小 花田  隆 仲町 

上宿小 笠原ノリ子 小川町1丁目 


